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研究成果の概要（和文）：東日本大震災という事例において、サバルタン（社会的、言説的弱者）と考えられる人々が
メディアによって創出されたことを明らかにするとともに、メディアにおいてその状態を解消するための理論的および
実践的研究を行った。理論研究においては、サバルタン研究にメディア研究の視座を導入することによって、サバルタ
ンの語りの可能性が出てくることを明らかにした。また、実践研究では、サバルタンが語るためのメディアのデザイン
として、他者を前提としない「第三者的」メディアの必要性と、受け手の一方的な受容や解釈をあらため、サバルタン
と対話可能な〈あいだ〉または〈すきま〉を有するメディアのデザインの必要性について明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The research was made in terms of media and subalterns (social and discourse 
minority) in the case of The Great East Japan Disaster. How the called subaltern has been created through 
media (particularly mass media) and, at the same time, how media can contributed to its solution 
theoretically and practically.

研究分野： 社会情報学
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の背景には、2011 年３月 11 日に発
生した東日本大震災を受け、所属大学がある
被災地において、メディアによる被災地・被
災者報道に対する違和感、とりわけその表象
のなかで被災地・被災者が「物語化」され、
「他者化」される傾向に対する問題意識があ
る。 
 一方で、社会的弱者あるいは言説的弱者と
でも呼ぶべき「サバルタン」的状況に陥る人
が多発した。被災地において、または被災地
外において、自らの「当事者性」に疑問を抱
き語れなくなってしまった人たち。被災地に
おいて本当の想いを語れないでいる人たち。
主流の言説に押されて、主義主張を語れなく
なってしまった人たち。様々な側面で、自ら
の語りに寄る辺がなくなり口を閉ざしてし
まった人が多くいた。 
 本研究では、このように東日本大震災を機
に語れなくなってしまったサバルタンに焦
点を当て、どのようにすればサバルタンは語
れるのか、という点について考察すると同時
に、「サバルタンは語れない」というテーゼ
に対してサバルタンが語るためのツールと
してのメディアをデザインすることを企図
しており、その中で下記の目的を遂行するた
めの研究を始めた。 
 
２．研究の目的 
 
 上記のような、東日本大震災後の社会のな
かで、メディア（マスメディア、ローカルメ
ディア、ソーシャルメディアなど）との関係
性のなかで「サバルタン（「自らを語ること
のできない者」または「社会的弱者」）」が創
出された経緯を明らかにするとともに、サバ
ルタンに向けて情報を発信し続けたメディ
アと、サバルタンがメディアを通じて情報発
信することの可能性につき、それらの意義や
課題について考察する。東日本大震災の事例
をもとに、理論的、実証的、および実践的な
見地からの多層的なアプローチを通じて、ま
た被災地の内側から調査研究することを通
じて、「自己」と「他者」または「当事者」
と「他者」における関係性の問題に基づくサ
バルタンの発話の可能性と課題について考
察する。 
 とりわけ理論研究からは、サバルタン・ス
タディーズが抱えているアポリア（「サバル
タンは語ることができない」）を乗り越えて、
サバルタンが語るための手法としてのメデ
ィア論およびメディア実践を取り入れるこ
とを目的とし、それによりサバルタンが語れ
るようになるためのメディア活用とメディ
ア・デザインについて考察する。 
 さらに、実践研究からは、これらのメディ
アを用いながら、実際にサバルタンが語り出
すことができるためには、どのようなデザイ
ンが必要かを分析・考察し、さらに、語り出

しとともに、語り継ぎ、伝承ついても考察す
ることを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究では、東日本大震災発生以降、多方
面の研究者らと続けてきた調査研究を継続、
発展させながら、その中で扱いきれないメデ
ィアとサバルタンの問題に着目し、これらの
研究プロジェクトとも連携しながら、調査研
究を進める。 
 具体的な方法としては、①理論研究：サバ
ルタン研究など関連分野の先行研究の理論
的考察、②フィールドワーク：被災地および
メディアに対するアンケート調査およびイ
ンタビュー調査など、③テキスト分析：テレ
ビ番組や東日本大震災デジタルアーカイブ
を活用した映像・内容分析など、④実践研
究：サバルタンが発話する場と回路を実験的
にデザイン・構築する、という四つの手法を
とりながら、その社会的および言説的な問題
を明らかにするとともに、メディアによるサ
バルタンの発話の可能性を探る。 
 また、「〈私〉は…」という一人称で語る語
り口を採用し、サバルタン・スタディーズに
おける「表象・代弁」の問題を避けるととも
に、東日本大震災における一つ一つのストー
リーを個人に属するものとして扱いつつ、そ
れを扱う研究者個人の視点（ポジショナリテ
ィ）の問題に挑む。メディアや状況を他者か
せず、あるいは、社会の中からそれのみを切
り取って対象化することをせず、研究者自身
を内包する社会全体のなかで、メディアをそ
して研究対象となる状況を捉えていく立場
をとる。 
 
４．研究成果 
 
 本研究は、東日本大震災により生じた、新
たな文脈におけるサバルタン（従属的な人々、
副次的な人々を指す）およびサバルタニティ
（サバルタンの従属性を指す）について、メ
ディア論の視点から捉えることで、サバルタ
ン・スタディーズのアポリア（「サバルタン
は語ることができない」という、ガヤトリ・
Ｃ・スピヴァクの命題に対する学術的展開に
おける）について論じるとともに、サバルタ
ンの語りを可能にするための実践的な研究
に基づく分析と議論を行った。 
 そのなかで、 (1) 「サバルタン」「サバル
タニティ」という概念が有する「従属性」に
ついての議論を行うことで、これまで実態と
してアプリオリに捉えられてきた「社会的弱
者」としてのサバルタンを、主流の言説に従
属してしまうことで語ることのできなくな
ってしまった、いわゆる「言説的弱者」とし
てのサバルタンという新たな側面について、
その状況を明らかにし、詳細を示すこと。そ
して、(2) 語りや聞き手、そしてそれを媒介
する媒体（メディア）としての知識人の問題



を扱いながらも、メディア論の視点について
考慮することのなかったサバルタン・スタデ
ィーズに、メディア論的視点を取り入れるこ
とで、上述したアポリアを乗り越えること。
そして最後に、(3) サバルタンが語るための
場所／空間の実現可能性を目指して、実践的
にサバルタンが語れる場所を創り出すこと
の可能性、という３点について、調査分析し
ており、3 点を柱としながら、東日本大震災
を経て、現代日本という文脈において創り出
されるサバルタニティについての考察を行
うとともに、サバルタン・スタディーズに対
してメディア論的視点が必要な理由につい
て考察している。また、メディアを通じた場
あるいは空間に生じる〈あわい〉をサバルタ
ンとの対話あるいはコミュニケーションの
ための第三の空間としてデザインしていく
ことの可能性について考察した。 
 研究全体（論文としてまとめている・未発
表）を俯瞰すると、(1) 先行研究レビューを
含め、既存の理論と方法論についてまとめた。
(2)論文全体の問題意識に連なる基盤として
の筆者自身の東日本大震災の体験を、ルポル
タージュ的にまとめた。(3)主にテレビ局や被
災地視聴者に対する実証研究に基づき、被災
地の実態からどのようにサバルタニティが
生じているのか、どのようなサバルタニティ
が生じているのかについて説明した。(4) (1) 
の先行研究レビューと理論的議論、および(3) 
から明らかになる新たなサバルタン、サバル
タニティのあり方に基づき、サバルタン・ス
タディーズのアポリアを具体的に乗り越え
ていくためのメディア論との融合、そして実
践的研究の役割について理論的に考察した。
(5) ３つの具体的な実践（せんだいメディア
テークによる「３がつ 11 にちをわすれない
ためにセンター」、「語りと記憶のプロジェク
ト」、「Bridge! Media 311」）を実際に行い、
これらを元に、サバルタンが語るために必要
となる条件あるいは、サバルタンの語りを可
視化し、可能にする場／空間のデザインに対
する手がかりを導いた。(6)これまでの議論、
とりわけ実践研究で得た視点を元に、あらた
めて、サバルタンが語るためにメディア論、
そしてメディア自体を導入し、デザインする
必要性について理論的に論じた。 

   図１ 語りと記憶のプロジェクト 

図２ Bridge! Media 311 
 
最終的には、メディア論およびメディア実践 
をサバルタン・スタディーズに取り入れる形
で行った理論的な考察を土台として、東日本
大震災により、語れなくなってしまった人た
ちの声を取り戻すための実践的な方法論を
導き出している。 
 なかでもとりわけ、〈あわい〉という概念
を用い、送り手と受け手の、あるいはプライ
ベート空間とパブリック空間の、あるいは、
メディア自体が内包している《第３空間（サ
ードスペース）》の存在を創り出すメディア
の役割を重視し、この〈あわい〉が２者間の
対話を可能にし、あらゆるマイノリティの声
を表出させる第３の場として位置づけるこ
とで、サバルタンの語りを促す可能性を示し
ている。 
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